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第 1 章  本 研 究 の 背 景 と 目 的  

第 1 節  ア イ デ ン テ ィ テ ィ 発 達 研 究 の 問 題 点  

 ア イ デ ンテ ィ テ ィ とは ， 自 分が ど の よ うな 人 間 で， 社 会 の 中で 何 をし

てど う 生 きる か に 関 する 自 覚 であ り ，青 年期 に 形 成さ れ る (E r ik son ,  1 96 8 )。

青年 は ， 児童 期 ま で に両 親 な ど様 々 な 他 者へ の 同 一化 を 通 し て構 成 した

自己 像 や 目標 な ど の 自己 の 要 素を ， 自 分 の資 質 や 今後 参 入 す る大 人 社会

の期 待 と すり 合 わ せ なが ら 統 合し ， ア イ デン テ ィ ティ を 発 達 させ る 。  

アイ デ ン ティ テ ィ を 構成 す る 自己 の 要 素 は， 社 会 で一 定 程 度 共有 され

た肯 定 的・否 定的 な イメ ー ジ  ( e . g . ,  道 徳 的― 背 徳 的，健康 的 ―病 的 )  に

対応 す る 価値  ( va l en ce :  i . e . ,  肯 定，中 性 ，否 定 )  を 持つ 。例 えば ，否定 的

な自 己 の 要素 に は ， 社会 的 に 望ま し く な い性 格 的 ・身 体 的 特 徴， 社 会的

疎外 ， 他 者や 社 会 へ の反 抗 的 特性 ， 社 会 的に 望 ま しく な い ラ ベル の 取入

れ， 低 い 能力 ・ 自 己 価値 な ど が含 ま れ る  ( e . g . ,  Wa y &  R o ge r s ,  2 015 )。  

E r ik so n  (19 68 )  は ， こ う し た 肯 定 的 ・ 否 定 的 要 素 は 様 々 な 形 で 個 人 内

に共 存 し てお り ， 両 者の バ ラ ンス に 着 目 する 必 要 があ る と 主 張し た 。つ

まり ， 自 己の 肯 定 的 ・否 定 的 な要 素 を い かな る バ ラン ス で 統 合す る かに

よっ て ， 個人 の ア イ デン テ ィ ティ の 全 体 的な 価 値 が規 定 さ れ る。 一 般に

青年 は ， 肯定 的 な 自 己の 要 素 を積 極 的 に 取り 入 れ ，否 定 的 な 自己 の 要素

を排 除 す るこ と で ， 全体 的 に 肯定 的 な 価 値を 持 つ 肯定 的 ア イ デン テ ィテ

ィを 形 成 する 。 肯 定 的ア イ デ ンテ ィ テ ィ は ， 社 会 に受 け 入 れ られ て いる

自覚 を も たら す と 同 時に 社 会 から も 望 ま しい と み なさ れ ， 青 年期 以 降の

健 全 な 発 達 を 主 導 す る 指 針 と な る  (M on tgo me r y ,  H e rn and e z ,  &  Fe r re r -

Wre de r ,  200 8 )。 肯 定 的ア イ デ ンテ ィ テ ィ を形 成 で きな い 深 刻 なつ ま ずき

とし て ， 肯定 的 要 素 を排 除 し て否 定 的 要 素を 選 択 的に 取 り 入 れ ， 全 体的

に否 定 的 な価 値 を 持 つ 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ を 形成 す る 場 合も あ る 。
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否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ は 否 定的 要 素 に 偏っ て 構 成さ れ る た め， そ の後

の発 達 を 否定 的 な 方 向へ 主 導 する 指 針 と なり ， 様 々な 不 適 応 につ な がる

と想 定 さ れる  (Mo n t go me r y  e t  a l . ,  200 8 )。  

アイ デ ン ティ テ ィ 発 達に 関 す る実 証 研 究 の問 題 点 は， ア イ デ ンテ ィテ

ィが 肯 定 的・ 否 定 的 要素 の 両 方 で 規 定 さ れる こ と を看 過 し て きた こ とで

あ る 。 多 くの 先 行 研 究は ， ア イデ ン テ ィ ティ 発 達 を肯 定 的 要 素の み に着

目し て 把 握し ， 肯 定 的要 素 の 欠如 が 不 適 応に つ な がる こ と を 示し て き た  

( e . g . ,  M ee us ,  20 18 )。 しか し ， 肯定 的 要 素 の欠 如 に 着目 す る だ けで は 否定

的要 素 を 多く 取 り 入 れて い る かど う か は 分か ら な い た め ， 否 定的 ア イデ

ンテ ィ テ ィを 十 分 に 理解 で き ない 。 肯 定 的・ 否 定 的要 素 の 両 方に 着 目し

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ を 検 討す る こ と で， 人 生 を望 ま し く ない 方 向へ

主導 す る ため に 不 適 応に 陥 る 者 を 理 解 で き ， ア イ デン テ ィ テ ィ発 達 上で

陥 る つ ま ずき に 関 す る 知 見 を 拡張 す る こ とが で き る。  

第 2 節  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ  

 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ は ，社 会 的 に 望ま し く ない 否 定 的 な要 素 を多

く取 り 入 れ， 肯 定 的 な要 素 を 排除 し て 構 成さ れ る 自己 に 関 す る全 体 的自

覚 で あ る  (E r ik so n ,  1 968 )。 否 定 的 アイ デ ンテ ィ テ ィ者 は ， 自 分が 一 般 社

会の 期 待 に照 ら し て 望ま し く ない と い う 自覚 を 有 して お り ， 自分 が 特定

の集 団  ( e . g . ,  暴力 団 )  で 機能 す る 役割 を 持つ と 考 える 者 と ，そう し た 役

割意 識 を 持た な い 者  ( e . g . ,  社会 的 落伍 者 )  を 含む 。な お，社 会的 少 数 性

や辺 縁 性 に積 極 的 な 意味 を 見 出し ， 一 般 社会 の 価 値こ そ が 間 違っ て いる

とし て 自 身の 正 当 性 を主 張 す る対 抗 的 ア イデ ン テ ィテ ィ と は ，概 念 的に

区別 さ れ る  (福島 ,  1 979 )。  

 E r ik so n  (1 9 68 )  は ， 漸 成 発 達 理 論 に お い て ， 否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を 第 Ⅲ 段 階「 主 体 性  対  罪 悪 感」 の 葛 藤 の青 年 期 での 表 れ と 位置 づ け て
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い る 。 青 年期 に お い て ， 児 童 期ま で の 自 己像 が 揺 らぐ ア イ デ ンテ ィ ティ

危 機 が 深 刻化 し 苦 悩 が強 ま る と ， 大 人 社 会の 期 待 を取 り 入 れ な が ら 自己

の肯 定 的 要素 と 否 定 的要 素 を 適切 な バ ラ ンス で 保 持 す る こ と が難 し くな

る。 こ の 際 ， 選 択 可 能な 自 己 の否 定 的 要 素を 集 め 全体 的 に 悪 い人 間 にな

るこ と で 主体 性 を 発 揮す る と ，否 定 的 ア イデ ン テ ィテ ィ が 形 成さ れ ると

想定 さ れ てい る 。 そ の背 景 に は， 肯 定 的 な自 己 の 要素 を 保 持 でき な いこ

と へ の 罪 悪感 と ，自 己 の 根 源 的価 値 さ え 揺ら ぐ 基 本的 信 頼 の 喪失 が あ る。 

第 3 節  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 現 代 青 年 の 発 達 的 問 題  

現代 日 本 の青 年 は ， 否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ の 形 成に 繋 が る 危険 のあ

る複 数 の 特徴 を 備 え てい る 。 例え ば ， 経 済不 況 や 雇用 の 不 安 定性 な どの

社会 状 況 を背 景 と し て ， ア イ デン テ ィ テ ィ形 成 に つま ず く 状 態を 長 期化

す る 者 が 多く  (約 6 0 %;  H a t an o  &  S ug i mu ra ,  20 1 7 )， 強 い 苦悩 を抱 え て い

る  (B e r ma n ,  Yo u ,  S ch wa r tz ,  Te o ,  &  M oc h iz uk i ,  2011 )。また ，社 会的 格 差 を

背景 と し て「 負 け 組 」「 ニ ート 」「 社 会 的 不適 合 者 」な ど 社 会 的に 望 まし

くな い 役 割が 明 確 に 示さ れ ， それ が 青 年 に押 し 付 けら れ た り ，選 択 可能

な自 己 の 否定 的 要 素 とし て 手 掛か り に さ れた り し てい る  (山 田 ,  20 04 )。  

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ は ， 現代 青 年 が 陥る 様 々 な発 達 的 問 題の 理解

に有 用 な 視点 を 提 供 する と 考 えら れ る 。 否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ 者 は，

社会 的 に 望ま し く な い人 間 で ある こ と の 表明 と し て，社 会を「 敵と 味 方」

など 明 確 に分 割 し  ( i . e . ,  二 分法 的 信 念 )，自分 を 理 解す る 特 定 の他 者 や 集

団以 外 の 社会 に 不 信 と 敵 意 を 向け る な ど 社会 に 対 する 問 題 の ある 信 念を

持つ と 考 えら れ て い る  (H oa r e ,  201 3 )。ま た，社 会 的期 待 に沿 わな い 行 動

をし て 生 きる こ と の 表明 と し て， 非 行 や 攻撃 行 動 など 他 者 と の関 係 性に

問 題 を 生 じ る 外 在 化 問 題  ( e . g . ,  村 山 他 ,  201 5 ;  S i l ve r s t e i n ,  199 4 ) ， 自 殺  

(C h and l e r  & P r ou lx ,  2 006 )，ひ きこ も り  (三好 ,  2 01 4 )  等 の 不 適応 に 陥 りや
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すい と 想 定さ れ て い る 。 先 行 研究 は ， 非 行や 犯 罪 など の 発 達 的問 題 を示

した 青 年 の語 り を 分 析し ， 否 定的 ア イ デ ンテ ィ テ ィが こ う し た発 達 的問

題 に 結 び つ く 可 能 性 を 理 論 的 に 指 摘 し て き た  ( e . g . ,  So lo mo n to s -

Ko un to u r i  &  H a t z i t to f i ,  20 16 )。し か し ，否 定的 ア イ デン テ ィ テ ィ 者 を 抽出

し， 彼 ら が社 会 に 対 する 問 題 のあ る 信 念 と不 適 応 を示 す か ど うか に つい

て実 証 的 知見 を 提 供 した 研 究 は存 在 し な いた め ， 本研 究 で 検 討を 行 う 。  

第 4 節  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 者 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 の 取 り 組 み  

本研 究 で は， 否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ 者 がア イ デ ンテ ィ テ ィ 形成 にど

のよ う に 取り 組 ん で いる の か に関 し て も 検討 す る。ア イ デン ティ テ ィ は，

自分 の 生 き方 に つ い て選 択 肢 を探 す 「 探 求」 と ， 選択 肢 を 決 め傾 倒 する

「コ ミ ッ トメ ン ト 」 に取 り 組 むこ と で 形 成さ れ る 。ま た ， 一 度ア イ デン

ティ テ ィ が形 成 さ れ ても ， そ の背 後 で は 常に ア イ デン テ ィ テ ィ形 成 の取

り組 み が 進み ， そ れ によ っ て アイ デ ン テ ィテ ィ が 継続 的 に 維 持・ 修 正さ

れ る  (B og ae r t s  e t  a l . ,  20 19 )。否 定 的 アイ デン テ ィ ティ が ア イ デン テ ィ テ

ィ 形 成 へ の 取 り 組 み  (探 求 ・ コ ミ ッ ト メ ン ト )  と ど の よ う に 相 互 関 連 す

るの か を 縦断 的 に 検 討す る こ とで ， 否 定 的ア イ デ ンテ ィ テ ィ がア イ デン

ティ テ ィ 形成 へ の 取 り組 み 方 のど こ に つ まず く こ と で 形 成 さ れ， 後 の 不

適切 な 取 り組 み に ど う陥 る の かを 明 ら か にで き る 。そ れ に よ って ， 否定

的ア イ デ ンテ ィ テ ィ 者 を 理 解 ・支 援 し て いく た め の 示 唆 を 得 られ る 。  

こ の 検 討 は ア イ デ ン テ ィ テ ィ 発 達 を 包 括 的 に 把 握 す る う え で も 重 要

であ る 。 先行 研 究 の 多く は ， アイ デ ン テ ィテ ィ 発 達 を ， ア イ デン テ ィテ

ィ 形 成 へ の 取 り 組 み 方 の 側 面  (ア イ デ ン テ ィ テ ィ を ど の よ う に 形 成 す る

か )  から 捉 え て きた  ( Mee us ,  201 8 )。 一 方 ，否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ は，

ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 内 容 の 側 面  (ど の よ う な ア イ デ ン テ ィ テ ィ か )  か ら

捉え た も ので あ る  ( G a l l ih e r,  Mc Le a n ,  &  S yed ,  2 017 )。 アイ デ ンテ ィ テ ィ



5 

 

形 成 へ の 取り 組 み と アイ デ ン ティ テ ィ の 内容 が ど のよ う に 関 連し な がら

進 む の か を検 討 す る こと で ， 取り 組 み と 内容 の 両 側面 を 含 め たア イ デン

ティ テ ィ 発達 の 包 括 的理 解 を 得る こ と が でき る 。 しか し 従 来 ， 否 定 的ア

イデ ン テ ィテ ィ と ア イデ ン テ ィテ ィ 形 成 への 取 り 組み の 縦 断 的 関 連 は明

らか に さ れて い な い ため ， 本 研究 で 検 討 を行 う 。  

第 5 節  本 研 究 の 目 的  

 本 研 究 では ， こ れ まで 実 証 的に 検 討 さ れて い な い 否 定 的 ア イデ ン ティ

テ ィ の 観 点を 導 入 し ，現 代 日 本青 年 の 発 達的 問 題 との 関 連 性 を明 ら かに

する と と もに ， ア イ デン テ ィ ティ 発 達 を 包括 的 に 理解 す る こ とを 目 的と

する 。 研究 1 で は ， 否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ 者 の 抽出 手 続 き を開 発 し，

量的 ・ 質 的デ ー タ か ら 妥 当 性 を検 討 す る 。 研 究 2 で は， 否 定 的ア イ デン

ティ テ ィ と 社 会 に 対 する 問 題 のあ る 信 念 の関 連 を 検討 す る。研究 3 で は，

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ と 多 様な 不 適 応 の縦 断 的 関連 を 検 討 する 。 研究

4 で は ， 否定 的 ア イ デン テ ィ ティ と ア イ デン テ ィ ティ の 探 求 ・コ ミ ット

メン ト の 縦断 的 関 連 を 検 討 す る。  

第 2 章  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 者 の 抽 出 手 続 き の 開 発  

第 1 節  量 的 デ ー タ を 用 い た 検 討  

本研 究 で は， 否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ 者 を抽 出 す る の に 適 し たア プロ

ーチ と し て ， 20 個 の『 私 は ，… 』 に 自 由に 回 答 させ る 2 0 答法  ( Kuh n  & 

McP ar t l and ,  1 954 )  を 採用 し た 。20 答法 は ，個 人 が 主体 的 に表 出す る 自 己

概念 の 内 容 の 偏 り に 着目 し ， そこ か ら 何 がそ の 個 人の ア イ デ ンテ ィ ティ

を 基 礎 づ け て い る か を 把 握 す る た め に 使 用 さ れ て き た  ( e . g . ,  R he e ,  

U le ma n ,  Le e ,  &  R o m an ,  1 995 )。 20 答 法の 肯定 的 内 容と 否 定 的 内容 の バ ラ

ンス の 偏 りに 着 目 す るこ と で ，そ の 個 人 のア イ デ ンテ ィ テ ィ が肯 定 ・否

定の ど ち らの 自 己 の 要素 に 基 礎づ け ら れ てい る の かを 把 握 し ，否 定 的ア
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イデ ン テ ィテ ィ 者 を 抽出 で き ると 考 え ら れる 。 具 体的 に は ， 否定 的 アイ

デン テ ィ ティ 者 は ， 社会 的 に 望ま し く な い否 定 的 記述 の 割 合 が多 く ，肯

定的 記 述 の割 合 が 少 ない 特 徴 を持 つ と 考 えら れ る  (E r ik so n ,  1 968 )。  

E r ik so n  (19 68 )  の 理 論 か ら ， 否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 者 は 自 分 自 身 や

自分 の 生 き方 が 明 確 で社 会 に 受け 入 れ ら れて い る 自覚 で あ る アイ デ ンテ

ィテ ィ の 感覚 と 基 本 的信 頼 感 が低 く ，罪 悪感 が 高 いと 予 測 す る  (調査 1 )。

また ， 職 業 世 界 の 情 報を 収 集 する 環 境 探 索を 行 い にく く ， 職 業決 定 に 苦

悩し て 行 き詰 ま る 職 業混 乱 が 高い と 予 測 する  (調 査 2 )。  

方 法  

対 象 者 と 手 続 き  調 査 1 で は 大学 生 21 8 名  (女 性 1 36 名 ;  年 齢 18 –2 9

歳 ，平均 年齢 20 .6 歳 )，調査 2 では 大 学 生 190 名  (女性 11 3 名 ;  年齢 18 –

26 歳 ， 平均 年 齢 20 . 6 歳 )  に 質 問 紙 調査 を 行 っ た 。  

 質 問 紙 構 成  調 査 1 で は ， 20 答 法 ，ア イ デ ンテ ィ テ ィ  (O c hs e  & P lug ,  

1986 ;  7 項 目 ， 4 件 法 ;  α  =  . 71 )，罪 悪 感  (大西 ,  2 00 8 ;  7 項 目 ， 5 件 法 ;  α  

=  . 9 2 )， 基 本的 信 頼 感  (O ch s e  & P lug ,  19 86 ;  7 項 目， 4 件 法 ;  α  =  . 78 )  を 使

用し た 。 調 査 2 で は ， 2 0 答 法 ， キャ リ ア探 索  (安 達 ,  20 0 8 )  の 環 境探 索  

( 7 項 目 ， 5 件 法 ;  α  =  . 8 2 )  と 自 己 探索  ( 6 項目 ， 5 件 法 ;  α  =  . 8 1 )， 職業 混

乱  (下山 ,  198 6 ;  8 項 目， 5 件 法 ;  α  =  . 81 )  を使 用 し た。  

 20 答 法 の 分 類  先行 研 究 にお け る 2 0 答 法 の分 類 基 準と ， 否 定 的 アイ

デン テ ィ ティ に 関 す る記 述  ( e . g . ,  E r ik so n ,  1 96 8 )  か ら 分 類基 準を 作 成 し，

肯定 ，否 定，中 性の 3 つ のカ テ ゴリ に 記 述を 分 類 した  (Tab l e  1 )。分 類 評

定 の 一 致 率は 十 分 だ った  ( κ  = . 78 – . 8 2 )。  

対 象 者 の 分 類  各 対 象者 に つ いて ，記述 全体 に 対 する 肯 定・否定 カ テ

ゴリ の 割 合を 算 出 し ，そ れ ぞ れを 平 均 と 比較 し て ， 3 つ の ア イデ ン ティ

ティ の 価 値の 群 に 分 類し た 。 これ ま で の 否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ 研 究で
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注目 さ れ てき た 深 刻 なレ ベ ル だけ で な く ， 比 較 的 軽微 な レ ベ ルま で 含め

て 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ を 把握 で き る よう に ， 本研 究 で は 平均 値 を基

準と し た 。 肯 定 カ テ ゴリ の 割 合が 平 均 よ り高 く 否 定的 カ テ ゴ リの 割 合が

平均 以 下 の対 象 者 を 肯定 群  (調 査 1 は 24 .3%， 調 査 2 は 1 8 . 4 % )， 肯定 カ

テゴ リ の 割合 が 平 均 以下 で 否 定的 カ テ ゴ リの 割 合 が平 均 よ り 高い 対 象者

を否 定 群  (調 査 1 は 21 . 6%， 調査 2 は 2 7 . 9% )， 肯 定 ・否 定 カ テゴ リ の 割

合が ど ち らも 平 均 よ り高 い ， また は ど ち らも 平 均 以下 の 対 象 者を バ ラン

ス群 に 分 類し た  (調 査 1 は 5 4 .1 %，調 査 2 は 53 .7 % )。  

結 果 と 考 察  

アイ デ ン ティ テ ィ の 価値 の 群 を独 立 変 数 ，ア イデ ン ティ テ ィ ，罪 悪感，

基本 的 信 頼感 ， 環 境 探索 ， 自 己探 索 ， 職 業混 乱 を 従属 変 数 と する 分 散分

析を 行 っ た。 ア イ デ ンテ ィ テ ィ  (F  ( 2 ,  2 15 )  =  6 .9 2 ,  p  <  . 00 1 ,  ηp
2 =  . 0 6 )，

罪悪 感  (F  ( 2 ,  2 15 )  =  12 . 16 ,  p  <  . 0 01 ,  ηp
2 =  . 1 0 )， 基本 的 信 頼感  ( F  ( 2 ,  21 5 )  

=  15 .83 ,  p  <  . 0 01 ,  ηp
2 =  . 1 3 )， 環 境探 索  (F  ( 2 ,  18 7 )  =  6 .2 0 ,  p  =  . 0 02 ,  ηp

2 

=  . 06 )， 職業 混 乱  (F  ( 2 ,  1 87 )  =  6 .3 9 ,  p  =  . 00 2 ,  ηp
2 =  . 06 )  で アイ デン テ ィ

カテゴリ 分類の種類 記述例

肯定 社会的に望ましい性格的・身体的特徴 私はいつも元気だ

他者との良好な関係性 私は家族と仲がいい

他者や社会に貢献しようとする特徴 私は他人の助けになる仕事に就きたい

社会的に望ましいラベルの取り入れ 私はボランティアグループの一員である

高い能力・自己価値 私は楽器の演奏が上手い

否定 社会的に望ましくない性格的・身体的特徴 私は不細工だ

他者との悪い関係性，疎外 私は皆に嫌われている

他者や社会に対する反抗的な特徴 私は日本人が嫌いだ

社会的に望ましくないラベルの取り入れ 私は負け組だ

低い能力・自己価値 私は頭が悪い

中性 明らかに肯定的とも否定的とも判断できない，
またはどちらとも判断できる，性格・身体的特徴

私は髪が短い

明らかに肯定的とも否定的とも判断できない，
またはどちらとも判断できる，好み・趣味

私は白米が好きだ

明らかに肯定的とも否定的とも判断できない，
またはどちらとも判断できる，行動・態度

私はバス通学をしている

明らかに肯定的とも否定的とも判断できない，
またはどちらとも判断できる，願望

私は車が欲しい

明らかに高いとも低いとも判断できない，
またはどちらとも判断できる，能力・自己価値

私は平均的な成績だ

明らかに良いとも悪いとも判断できない，
またはどちらとも判断できる，他者との関係性

私は末っ子だ

現在の状況 私はお腹がすいている

自分の名前 私は○○ (本名) だ

Table 1

20答法の分類内容と記述例
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ティ の 価 値 の 群 の 主 効果 が 示 され た 。 下 位検 定 の 結果 ， ア イ デン テ ィテ

ィ ， 基 本 的信 頼 感 ， 環境 探 索 は否 定 群 で 最も 低 く ，罪 悪 感 と 職業 混 乱 は

否定 群 で 最も 高 か っ た。 以 上 の結 果 は 予 測と 一 致 し， 心 理 的 指標 お よび

職業 に 関 する 指 標 と の関 連 か ら 本 抽 出 手 続き の 妥 当性 が 支 持 され た 。  

第 2 節  質 的 デ ー タ を 用 い た 検 討  

 研 究 1 -2 では ， 量 的デ ー タ によ る 確 認 が困 難 な 側面 に つ い ての 妥 当性

検 証 を ， 面接 調 査 に よ る 質 的 デー タ を 用 いて 行 う 。否 定 的 ア イデ ン ティ

ティ は ， 児童 期 ま で の自 己 像 が揺 ら ぐ ア イデ ン テ ィテ ィ 危 機 に対 処 する

過程 で ， 将来 参 入 す る大 人 社 会 の 期 待 を 参照 し な がら 形 成 さ れる 全 体的

な自 己 の 自覚 で あ る 。そ の 点 で， 大 人 社 会へ の 参 入 を 特 に 意 識し て いな

い 児 童 期 まで の 否 定 的 自 己 像 とは 質 的 に 異な る  ( Mc Le a n  &  S ye d ,  2 015 b )。

否 定 群 の 対象 者 は ， 今後 参 入 する 大 人 社 会に お い て 全 体 的 に 望ま し くな

く ， 受 け 入 れ ら れ な い と い う 明 確 な 自 覚 を 持 つ と 予 測 す る  ( Le w i s  

A ran go ,  Ku r t in e s ,  M on tgo me r y,  &  R i t c h i e ,  2 008 )。 また ， そう した 自 覚 が

E r ik so n の理 論 で想 定さ れ る 3 つの 背 景要 因  ( i . e . ,  ア イ デ ンテ ィ テ ィ危

機 の 深 刻 化， 罪 悪 感 ，基 本 的 信頼 の 喪 失 )  に 根差 し て いる と 予測 す る 。  

方 法  

 対 象 者 と 手 続 き  研究 1 -1 の 調査 1 の 参加 者 の うち ， 面 接 調査 に 協 力

を得 ら れ た 22 名 に 対し て 半 構造 化 面 接 を実 施 し た  (女性 1 7 名 )。 内 訳

は， 肯 定群 4 名 ， 否 定群 5 名 ，バ ラ ン ス 群 13 名で あ っ た。  

 質 問 項 目  ① こ れ か ら 踏 み 出 し て い く 大 人 社 会 に お い て 自 分 が 受 け

入れ ら れ る人 間 か ど うか に 関 する 全 体 的 な感 覚 ， ②そ の よ う に考 え る理

由と そ う 思う よ う に なっ た プ ロセ ス を 詳 しく 尋 ね る質 問 項 目 を設 定 し た。 

結 果 と 考 察  

まず ， 自 分が 大 人 社 会に 受 け 入れ ら れ な い明 確 な 自覚 を 持 つ かど うか
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確認 し た 。 次 に ， そ の自 覚 を 持つ に 至 っ た 理 由 を 時系 列 に 沿 って 整 理し

た。 具 体 的に は ， 語 りの 共 通 性を ま と め る 理 論 的 テー マ テ ィ ック ・ アナ

リシ ス  (B r aun  &  C l a rk e ,  2 006 )  を 用 いて ， ① ア イ デン テ ィ テ ィ危 機 の 深

刻 化  (青 年 期 に入 っ て 自 己 像 が揺 ら ぎ 苦 悩す る こ と )，② 罪 悪感  (自 分 が

社会 的 期 待に 沿 わ な い 人 間 で ある と い う 感覚 )，③基 本 的 信頼 の喪 失  (自

己 価 値 の 全 面 的 な 否 定 や 他 者 へ の 全 面 的 な 疑 い に 陥 る こ と )  の テ ー マ を

抽出 し ， 否定 群 ， 肯 定群 ， バ ラン ス 群 の 回答 の 質 的相 違 を 検 討し た 。  

否定 群 の 5 名全 員 が，「 (社 会 に は )  受 け入 れ ら れ な い 」 な ど， 大 人 社

会 で 自 己 が全 体 的 に 望ま し く ない 人 間 で ある と い う 主 観 的 感 覚 を 明 確に

語っ て い た。 ま た ， 否定 群 の 5 名全 員 が アイ デ ン ティ テ ィ 危 機 の 深 刻化

につ い て 語 り ， う ち 4 名 で ， アイ デ ン ティ テ ィ 危機 が 罪 悪 感 と 基 本 的信

頼の 喪 失 と結 び 付 い てい た 。 例え ば ， あ る対 象 者 は「 自 覚 し 始め た のが

中 学 で 転 校 し た 時 … 自 分 の や り 方  (人 間 関 係 の 持 ち 方 )  は 間 違 っ て た ん

じゃ な い かと 思 っ た 」と い う 気づ き を 契 機と し て それ ま で の 自己 像 に疑

問 が 生 じ た。その 後 ，他 人 と関 わ るた め に努 力 し た が ，「 結 構何 回 も 失敗

し た …  (人 間 関 係 に つ い て )  な ん で で き な い ん だ ろ う … 自 分 が 情 け な い 」

のよ う に アイ デ ン テ ィテ ィ の 危機 の 深 刻 化が 罪 悪 感に つ な が った 。 そし

て ，そ の罪 悪 感を 解 消で き ず にい た た め に「 大学 3，4 年生 ぐ らい に な る

と ， (自 分の 理 想 に つい て )  諦 め …自 分 にそ ん な 価値 が な い 」と 自 己 価値

を全 面 的 に否 定 す る 基本 的 信 頼 の 喪 失 に 陥り ，「 結局 こ ん な  (価値 が ない

人 間 )  で い い や っ て 諦 め … で き な い の が 自 分 な ん だ み た い に 思 い 込 む よ

うに 生 き て る 」 と い う ， 全 面 的に 否 定 的 な 形 で 自 己を 再 統 合 して い た。  

これ に 対 して ， 肯 定 群 4 名 全 員と バ ラ ン ス群 13 名 の うち 9 名が ，「受

け入 れ ら れ る 人 間 … 期待 を 裏 切ら な い 」 など ， 大 人社 会 で 自 己が 全 体的

に望 ま し いと い う 主 観的 感 覚 を語 っ た 。肯定 群 4  名 の うち 3  名 ，バ ラン
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ス 群 9  名 の う ち 6  名が 「 悩 んだ り 自 分 だめ な ん だっ て 思 う 時も あ った

けど … そ うい う 時 は 親が 『 人 間ど う に か なる ん だ よ』 っ て 言 って く れ て

…本 当 に どう に か な って る 」 など ， 他 者 の援 助 を 得る な ど し て ア イ デン

ティ テ ィ 危機 に 対 処 し う ま く 解決 し て い た。 他 方 ， 肯 定 群 4 名の う ち 1

名，バ ラ ンス 群 9 名 のう ち 3 名で「 (ボ ラン テ ィ ア活 動 で )  いろ ん な 人傷

つけ て … すご く 挫 折 をし た 」 など ア イ デ ンテ ィ テ ィ危 機 が 深 刻化 し てい

た が ，否 定群 と 異 な り，「 バラ ン ス  (が 大事 )  な ん だ ろう な と思 う … 悪い

内容 の 時 に， ど れ だ け自 分 で コン ト ロ ー ルす る か 」の よ う に 否定 的 要素

か ら 肯 定 的な 意 味 を 見出 す な どし て 罪 悪 感を 和 ら げて い た 。そ し て ，「自

分が 役 立 たず っ て あ んま り 思 った こ と が ない 」 な ど， 自 己 価 値の 否 定に

陥る こ と なく ， 否 定 的 ・ 肯 定 的要 素 を 両 方有 す る 人間 と し て 自己 を 再統

合 し て い た。 バ ラ ン ス群 13 名 の 残り の 4 名は 自 己 が社 会 的 に望 ま しく

な い と い う主 観 的 感 覚 に つ い て語 り ， う ち 3 名 が ア イデ ン テ ィテ ィ の危

機 の 深 刻 化も 経 験 し た が ，基本 的 信 頼の 喪失 を 経 験し た 者 は いな か っ た。 

 以 上 よ り ，否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ 者 抽出 の た め の ，20 答 法の 記 述お

よび 対 象 者の 分 類 手 続き が 妥 当で あ る こ とが ， 量 的・ 質 的 の 両方 の デー

タか ら 支 持さ れ た 。  

第 3 章  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 者 の 発 達 的 問 題  

第 1 節  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 問 題 の あ る 信 念 の 関 連  

 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ 者 が社 会 に 対 する 問 題 のあ る 信 念 を持 つ のか

どう か 検 討す る 。 二 分法 的 信 念， 他 者 に 対す る 皮 肉的 な 敵 意 であ る シニ

シズ ム ， 社会 へ の 不 信感 を 指 標と す る 。 本研 究 で は ， 信 念 の 特徴 を より

深く 把 握 する た め に ， 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ と 各指 標 と の 個別 の 関 連  

( va r i ab le -o r i en te d  a pp ro ach )  に 加 え ，指 標 の組 み 合 わせ で 構 成 され る プ ロ

フ ィ ー ル と の 関 連  ( p e r s on -o r i e n ted  a pp r oac h )  を 検 討 す る  (西 村 ・ 櫻 井 ,  
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2013 )。 Var i ab le -o r i e n t ed  app r oach で は ， 先行 研 究 の指 摘 通 り ，否 定 的ア

イデ ン テ ィテ ィ 者 が 高い 二 分 法的 信 念 と シニ シ ズ ム， 低 い 社 会へ の 信頼

感 を 示 す と予 測 す る 。 P er so n -o r i en t ed  ap p ro ach で は ，否 定 的 アイ デ ン テ

ィテ ィ 者 が 高 い 二 分 法的 信 念 とシ ニ シ ズ ム， 低 い 社会 へ の 信 頼感 を 持つ

プロ フ ィ ール の 他 に ，全 て の 指標 で 得 点 の低 い ， 社会 に 対 し て 全 く 関心

を 示 さ な い プ ロ フ ィ ー ル に も 所 属 し や す い と 予 測 す る  (E r ik s on ,  19 68 )。 

方 法  

対 象 者 と 手 続 き  高 等教 育 機 関に 所 属 す る学 生 2 313 名  (女 性 164 1 名 ;  

年 齢 18 –25 歳， 平 均 年齢 20 .4 歳 )  が オン ライ ン の 調査 に 参 加 した 。  

 質 問 紙 構 成  2 0 答法 ， 二 分法 的 信 念  (O sh io ,  2 00 9 ;  5 項 目 ， 6 件 法 ;  α  

=  . 82 )， シ ニ シ ズ ム  (B a re f oo t ,  D odg e ,  P e t e r s on ,  D ah l s t r o m,  & Wi l l i a ms ,  

1989 ;  6 項 目 ， 5 件法 ;  α  =  . 80 )，社 会 へ の 信頼  ( F l a nag an  & S t ou t ,  20 1 0 ;  2

項 目 ， 5 件 法 ;  α  =  . 8 4 )  を 使 用し た 。  

 20 答 法 と 対 象 者 の 分 類  研 究 1 -1 と 同 様 に 20 答 法 を 分 類 し た  ( κ  

=  . 84 )。肯定 群は 22 .4 %，否 定群 は 2 0 .2 %，バラ ン ス 群は 5 7 . 4%であ っ た 。  

結 果 と 考 察  

 Variable-oriented approach  ア イデ ンテ ィ テ ィの 価 値 の 群を 独 立 変

数 ， 二 分 法的 信 念 ， シニ シ ズ ム， 社 会 へ の信 頼 を 従属 変 数 と する 分 散分

析を 行 っ た。 そ の 結 果， 二 分 法的 信 念  ( F  ( 2 ,  2 310 )  =  7 .7 7 ,  p  <  . 0 01 ,  ηp
2 

=  . 01 )， シニ シ ズ ム  (F  ( 2 ,  23 10 )  =  8 .6 5 ,  p  <  . 0 01 ,  ηp
2 =  . 0 1 )， 社会 へ の 信

頼  (F  ( 2 ,  231 0 )  =  34 . 56 ,  p  <  . 00 1 ,  ηp
2 =  . 03 )  で ア イデ ン テ ィテ ィの 価 値 の

群の 主 効 果が 有 意 で あっ た 。 下位 検 定 の 結果 ， 二 分法 的 信 念 とシ ニ シズ

ムは 否 定 群 で 最 も 高 く， 社 会 への 信 頼 は 否定 群 で 最も 低 か っ た 。  

 Person-oriented approach  潜在 プロ フィ ー ル 分析 に よ り ，信 念 の 6

つ の プ ロ フィ ー ル を 抽出 し た  ( F i g u r e  1 )。ア イ デ ンテ ィ テ ィ の価 値 の群
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と 信 念 の プ ロ フ ィ ー ル の 連 関

を χ 2 分 析で 検 討 す ると ，所 属

の 偏 り が 有 意 で あ り  ( χ 2  ( 10 ,  

N  =  231 3 )  =  9 6 . 07 ,  p  <  . 001 ,  

C ra me r ’ s  V  =  . 1 4 ,  p  <  . 00 1 )，

否 定 群 の 者 は 高 敵 意 群 に 所 属

しや す か った 。 以 上 より ， 否 定的 ア イ デ ンテ ィ テ ィ者 が 社 会 を「 敵 と味

方」「 勝 者 と敗 者」な ど明 確 に 分割 し，社 会に 対 し て不 信 と 敵 意を 向 け る

とい え る 。こ れ ら 問 題の あ る 信念 は 適 応 を妨 げ る ため  ( F l a na gan  & S t ou t ,  

2010 )，否 定 的 アイ デ ンテ ィ テ ィ 者 は ，社 会と 良 好 な関 係 を 築 くこ と が で

きず ， 健 全 な 発 達 に 問題 を 抱 える こ と が 示唆 さ れ る 。  

第 2 節  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 不 適 応 の 縦 断 的 関 連  

 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ と 不適 応 の 縦 断的 関 連 を検 討 す る 。不 適 応の

指標 と し て ，外 在 化 問題 ，自 殺 念慮 ，ひ きこ も り への 親 和 性 に着 目 す る。

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ を 有 する こ と で 不適 応 に 陥る 方 向 性 と， 不 適応

を示 す こ とが 「 自 分 は社 会 不 適合 者 だ 」 など 自 己 の否 定 的 要 素に 繋 がり

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ を 形 成す る 方 向 性， つ ま り双 方 向 の 正の 影 響が

ある と 想 定さ れ る  ( G andh i  e t  a l . ,  20 17 )。  

方 法  

対 象 者 と 手 続 き  研 究 2 の 回 答者 に ， 6 か月 間 隔で 2 度 追 跡 調査 を 行

っ た  (計 3 時 点 )。 2 時点 以 上 に回 答 し た 91 6 名  ( 1 時 点目 にお い て 女性

662 名 ;  年齢 1 8– 25 歳， 平 均 年齢 2 0 .4 歳 )  を分 析 対 象と し た。  

 質 問 紙 構 成  20 答法 ，外在 化 問題  ( G ood man ,  1 997 ;  1 0 項 目 ， 3 件 法 ;  α  

=  . 66 – . 6 9 )， 自 殺 念 慮  (B e ck ,  S te e r,  &  B r ow n ,  1 996 ;  1 項 目， 4 件 法 )， ひき

こも り 親 和性  (内 閣 府 ,  20 10 ;  4 項 目 ， 6 件法 ;  α  =  . 7 7– . 83 )  を使 用 し た。  
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 20 答 法 と 対 象 者 の 分 類  研究 1 -1 と 同様 に 分 類し た  ( κ  =  . 7 8– . 8 4 )。 3

時点 の 肯 定・否 定カ テゴ リ 割 合の 平 均 を 基に 各 時 点の 対 象 者 を分 類 し た。 

結 果 と 考 察  

Fi g u re  2 に示 す 交 差 遅延 モ デ ルを 用 い て ， 3 つ の 不適 応 指 標 につ いて

否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と の 縦 断 的 関 連 を 検 討 し た  ( χ 2  ( 34 )  =  16 4 .4 75 ,  

p  <  . 001 ,  C FI  =  . 933 ,  R MSE A =  . 065 )。 否 定的 ア イ デン テ ィ テ ィ者 か どう

かに 焦 点 を当 て て 分 析す る た め， 否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ に つい て ，否

定 群 を 1  (1， 2， 3 時 点目 で そ れぞ れ 2 0 .3 %， 21 .4 %， 2 1 . 9% )，その 他 を 0  

(1， 2， 3 時点 目 でそ れぞ れ 79 .7 %， 78 .6 %， 78 . 1% )  と し て分 析 し た 。 そ

の結 果 ， 3 つ の 不 適 応指 標 に おい て ， 否 定的 ア イ デン テ ィ テ ィは 前 の時

点の 不 適 応に よ り 正 に予 測 さ れる と と も に，後 の不 適 応 を正 に予 測 し た。

否定 的 ア イデ ン テ ィ ティ を 有 する こ と が 不適 応 に 結び つ き ， 不適 応 を示

す こ と が 否定 的 ア イ デン テ ィ ティ に つ な がる 双 方 向の 関 連 性 が示 さ れ た。 

第 4 章  否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 の 取 り 組 み

の 縦 断 的 関 連  

 否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ 者 がア イ デ ン ティ テ ィ 形成 に ど の よう に 取り

組ん で い るの か を 縦 断的 に 検 討す る 。 ア イデ ン テ ィテ ィ 形 成 への 取 り組
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み と し て，将 来の 生 き方 に 関 する 選 択 肢 を探 す「広 い 探求 」，選択 肢 を 決

め傾 倒 す る「 コミ ッ トメ ン ト 形成 」，現 在 考 え て いる 将 来 の 生き 方 が 真に

傾 倒 に 値 する か ど う か 検 討 す る「 深い 探 求」，現 在持 つ 将 来 の生 き 方 への

傾倒 を 深 める「 コ ミ ット メ ン トと の 同 一 化」，こ うし た 過 程 で陥 る 不 安の

高い 反 芻 的 思 考 で あ る「 反 芻 的探 求 」 を 扱っ た  ( Lu yc kx  e t  a l . ,  20 0 8 )。  

方 法  

対 象 者 と 手 続 き  研 究 3 と 同じ 916 名 を 分析 対 象 とし た 。  

 質 問 紙 構 成  20 答 法 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 へ の 取 り 組 み  ( Lu yc kx  

e t  a l . ,  20 0 8 )  を 使 用 し た 。 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 へ の 取 り 組 み は ， コ ミ

ット メ ン ト形 成 ， コ ミッ ト メ ント と の 同 一化 ， 広 い探 求 ， 深 い探 求 ，反

芻的 探 求 の 5 次 元 か ら構 成 さ れる  (各 5 項目 ， 5 件 法 ;  α  =  . 8 1– . 89 )。  

 20 答 法 と 対 象 者 の 分 類  研究 3 と 同 様で あ っ た。  

結 果 と 考 察  

 1 時 点 目  ( 2 時 点 目 )  の 否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と ア イ デ ン テ ィ テ ィ

形成 へ の 取り 組 み の 5 次 元 を説 明 変 数 ，2 時 点 目  ( 3 時 点目 )  の 否定 的 ア

イデ ン テ ィテ ィ と ア イデ ン テ ィテ ィ 形 成 への 取 り 組み の 5 次 元を 目 的変

数 と す る 交差 遅 延 モ デル を 行 った  ( χ 2  ( 8 1 )  =  176 .18 ,  p  <  . 001 ,  C FI  =  . 9 78 ,  

R MSE A =  . 03 6 )。 否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 者 か ど う か に 焦 点 を 当 て て 分

析す る た め， 否 定 群 を 1， その 他 を 0 と した 。 そ の結 果 ， コ ミッ ト メン

ト 形 成 が 後 の 否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ を 負に 予 測 し  ( β  =  - . 0 9 ,  p  <  . 05 )，

否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ は 後 の 深 い 探 求 を 負 に 予 測 し た  ( β  =  - . 0 6 ,  p  

<  . 05 )。将 来 の生 き 方 を 決 め 傾倒 す る こ と  (コミ ッ ト メン ト 形成 )  が 難 し

い 場 合 に 否定 的 ア イ デン テ ィ ティ に 陥 り やす く ， 否定 的 ア イ デン テ ィテ

ィ を 有 す るこ と は ， 現在 考 え る将 来 の 生 き方 が 自 分に 合 う の か深 く 追求

し な く な る  (深い 探 求 )  こと に 結 び付 く と示 唆 さ れた 。  
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第 5 章  総 合 的 考 察  

第 1 節  本 研 究 の 成 果  

 本 研 究 の成 果 は 3 点に ま と めら れ る 。 第一 に ， これ ま で 理 論的 に しか

検討 さ れ てこ な か っ た否 定 的 アイ デ ン テ ィテ ィ 者 につ い て ， 抽出 手 続き

を開 発 し 妥当 性 を 示 すこ と で ，実 証 研 究 を展 開 し てい く た め の素 地 を整

えた 点 で ある  (研 究 1 )。 第二 に ， 否定 的 アイ デ ン ティ テ ィ 者 が社 会 を 二

分法 的 に とら え つ つ 敵意 と 不 信を 向 け る こと  (研 究 2 )， 不 適 応に 陥 りや

すい こ と も示 し た 点 であ る  (研 究 3 )。 否 定的 ア イ デン テ ィ テ ィと 不 適応

につ い て は 双 方 向 の 正の 予 測 が認 め ら れ ， 現 代 日 本青 年 の 多 様な 不 適応

の理 解 に 否定 的 ア イ デン テ ィ ティ の 観 点 が有 効 で ある こ と が 示唆 さ れ た。

第 三 に ， ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 内 容 の 価 値  (否 定 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ )  と

アイ デ ン ティ テ ィ 形 成 へ の 取 り組 み 方 の 関係 に つ いて は ， 社 会に 受 け入

れら れ る 将来 の 生 き 方を 決 め 傾倒 で き な い こ と が 否定 的 ア イ デン テ ィテ

ィ に つ な がる こ と を 示し た  (研究 4 )。  

 従 来 の アイ デ ン テ ィテ ィ 発 達 に 関 す る 実証 研 究 は， ア イ デ ンテ ィ ティ

発達 上 の つま ず き を 単に 自 己 の肯 定 的 要 素 の 欠 如 によ っ て 定 義し て きた

問題 が あ った  (H oa r e ,  2 01 3 )。本研 究 の 一連 の 結 果は ，アイ デン テ ィ ティ

が肯 定 的 要素 と 否 定 的 要 素 の 両方 で 構 成 され る と いう 前 提 に 基づ い て得

られ た も ので あ り ， 従来 の 研 究で は 検 討 が不 十 分 だっ た 否 定 的ア イ デン

ティ テ ィ に 関 す る 知 見を 補 完 した 点 で 意 義が あ る 。ま た ， ア イデ ン ティ

ティ の 内 容の 価 値 の 側面 を 導 入し て ， ア イデ ン テ ィテ ィ 形 成 への 取 り組

み 方 の 検 討 に 偏 っ て い た 先 行 研 究 の 枠 組 み  (G a l l ihe r  e t  a l . ,  2017 )  を 拡

張し ， ア イデ ン テ ィ ティ 発 達 の包 括 的 理 解に 示 唆 を提 供 し た 。  

第 2 節  本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

今後 の 課 題と し て 3 点を 挙 げ る。 第 一 に ，本 研 究 の結 果 の 一 般化 可能
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性を 検 討 する こ と で ある 。 本 研究 の 対 象 者 は ， 高 等教 育 機 関 に所 属 する

青年 期 後 期の 日 本 人 学生 の み であ っ た 。 高等 教 育 機関 に 所 属 しな い 若年

労 働 者 や ，病 理 的 特 徴を 持 つ 者， 反 社 会 的集 団 に 所属 す る 者 ， 日 本 人以

外の 青 年，青 年 期前 期 や 中 年 期の 対 象 者 で再 現 性 を確 認 す る 必要 が あ る。

特に ， 本 研究 で 全 体 的に 効 果 量が 小 さ か った 理 由 とし て ， 比 較的 健 全な

青年 を 対 象と し て い たこ と が 考え ら れ る ため ， サ ンプ ル を 拡 張す る こと

は重 要 で ある 。 第 二 に， 不 適 応の 指 標 を 他者 評 定 によ り 測 定 する こ とで

ある 。 本 研究 で 用 い た不 適 応 の指 標 は ， 全て 対 象 者の 自 己 評 定で 測 定 さ

れ た 。 否 定的 ア イ デ ンテ ィ テ ィ者 が 否 定 的な 人 間 とし て 承 認 され よ うと

自身 の 否 定的 要 素 を 他人 に 示 す 可 能 性 が ある こ と ， お よ び 他 者評 定 によ

る 測 定 が ア イ デ ン テ ィ テ ィ 発 達 研 究 で 重 視 さ れ て い る 現 状  ( C ro ce t t i  e t  

a l . ,  20 1 7 )  を 踏 ま え れ ば ， 他 者 評 定 を 取 り 入 れ た 客 観 的 な 測 定 が 必 要 で

あ る 。 第 三に ， 対 象 者の 生 育 歴や 心 理 力 動 ， 青 年 期以 前 の 発 達的 危 機 へ

の 取 り 組 み方 を 詳 細 に検 討 す るこ と で あ る。 研 究 4 では ， ア イデ ン ティ

テ ィ 形 成 への 取 り 組 みと ア イ デン テ ィ テ ィの 内 容 の価 値 の 関 連性 を 検討

する こ と で， 否 定 的 アイ デ ン ティ テ ィ 形 成の プ ロ セス の 一 端 を明 ら かに

した 。 し かし ， 個 人 がど の よ うに 社 会 の 期待 を 拒 絶し ， 望 ま しく な い 生

き方 を 選 び取 る の か はわ か ら ない 。 否 定 的ア イ デ ンテ ィ テ ィ 者 が 自 己と

社会 の 期 待を ど の よ うに 統 合 した の か を 語り の ア プロ ー チ に より 把 握す

るな ど  ( Mc Le a n  & S ye d ,  2 015 a )，心理 力 動を 詳 細 に検 討 す る 必要 が あ る。 
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